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？ 観察 分析解釈 ! 活用問題発見

●コケ植物
日かげでしめっぽい場所の地面や，木の幹

み き

，岩の表
面などをよく観察すると，コケ植物が見られる。
コケ植物も，シダ植物のように胞

ほ う

子
し

でふえる。ゼニゴケ
には雌

め

株
か ぶ

と雄
お

株
か ぶ

があり，胞子は雌株にできる胞子のうの
中でつくられる（ 図1 ）。
コケ植物が，種子植物やシダ植物と異なる点は，葉，
茎
く き

，根の区別がないことである。葉のように見える部分は
葉
よ う

状
じょう

体
た い

，根のように見える部分は仮
か

根
こ ん

という（ 図1 ）。仮
根はからだを土や岩などに固定するためのつくりである。
コケ植物は日かげを好むものが多いが，エゾスナゴケの

ように，乾
か ん

燥
そ う

に強く日当たりのよい場所に生える種類もある。

ゼニゴケのからだのつくり

図1

学びをいかして考えよう

食品店で売られている以下の食品は，それぞれ，「 被
ひ

子
し

植
しょく

物
ぶつ

の双
そう

子
し

葉
よう

類
るい

， 被子植物
の単

たん

子
し

葉
よう

類
るい

，　 裸
ら

子
し

植
しょく

物
ぶつ

，　 シダ植物」のどれに分類されるか，写真を見て考えよう。

活用活用活用

道路やコンクリート面でよく見られる
コケ植物。

「アジアンタム」という名
めい

称
しょう

で，園芸店
などで売られているシダ植物。

高さ10 m以上に成長することのある
シダ植物。沖

おき

縄
なわ

県などに生育する。

さまざまなシダ植物とコケ植物

ホウライシダ

米（イネ）

ぎんなん（イチョウ） ぜんまい（ゼンマイ）

大根（ダイコン） りんご（リンゴ）

ヘゴ

図2

38ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →シダ植物，コケ植物，胞子）

例文は →p44へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう
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雌株雄株

胞子のう

胞子

仮根

1 mm

エゾスナゴケ

種子と胞子

自然のふしぎ科学つながる

スギナから飛散する胞子

受精した結果できる種子
種子がつくられるためには受精が必要で，
受精が行われると胚

はい

珠
しゅ

が種子になります。種
子の中には，受

じゅ

精
せい

卵
らん

が発達してできた，将来
植物のからだとなるつくりがふくまれています。
また，発芽に必要な養分が豊富にたくわえら
れており，乾燥や低温，高温などのまわりの環

かん

境
きょう

の変化に強いしくみを備えています。種子
の大きさや寿

じゅ

命
みょう

は植物の種類によってさまざ
まですが，2000年以上も生き続けたと考え
られる種子も見つかっています。

植物の種子と胞子は同じもの？
種子も胞子も，植物から散布されて，そこか

ら新たな個体が発芽してくるので，同じものの
ように見えます。しかし，つくられる過程や構

造は全く異なっています。胞子は，種子と比べ
てつくりが単純で小型なので，その分，遠くま
で散布される機会が多いと考えられています。

発展 高校

種子と胞子は全く
異なるもの
なんだね。
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の
分
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1

コスギゴケ
葉の形がスギに似ている。

仮根

仮根は種子植物の根に外観
は似ているが異なるものであ
る。仮根では，根のように効率
的な吸水は起こらず，水分など
は，からだの表面全体から直接
吸収している。

発展
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38ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →シダ植物，コケ植物，胞子）

例文は →p44へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう
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168 図32 科学つながる

？ !分析解釈実験 活用問題発見

図1 のように，弦
げ ん

の長さを一定にして弦
をはじいたとき，振

し ん

動
ど う

のふれはばが大きい
ほど，大きい音が出た。振動の中心からのはばを振

し ん ぷ く

幅と
いう。

図2 のように，弦をおさえる位置を変えて，弦の振動
する部分を短くするほど，また，弦の張りを強くするほど，
高い音が出た。弦が1秒間に振動する回数を振

し ん ど う す う

動数とい
い，単位にはヘルツ（記号Hz）が使われる。弦の振動数
と音の高さを調べると，振動数が多くなるほど，高い音
が出ることがわかる。

実験から

振幅と音の大きさの関係

弦の長さと音の高さの関係

図1

図2

●音源と空気の振動
音源の振幅が大きいと，空気の振動の振幅も大きくな

って伝わり，大きい音として聞こえる。また，音源の振動数
が多いと，空気の振動数も多くなって伝わり，高い音とし
て聞こえる。

大きい音 振幅

小さい音

高い音

低い音

166ページの　　�課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →振幅，振動数）

例文は →p.170へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう

!!!
???

音の大きさや高さと音源の振動の関係

図3

振動数の少ない
おんさをたたく

弦を長くする

おんさを
弱くたたく

弦を弱くはじく

振動数の多い
おんさをたたく

弦を短くする

おんさを
強くたたく

弦を強くはじく

168

音を低くする
＝

振動数◯少

音を小さくする
＝

振幅◯小

音を高くする
＝

振動数◯多

音を大きくする
＝

振幅◯大

振幅
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？ !分析解釈実験 活用問題発見
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217 表13

258 中右4

2

兵庫県南部地震のゆれの伝わり方（大
おお

阪
さか

市，彦根市，福
ふく

井
い

市の記録の比
ひ

較
かく

：上)と
岩
いわ

手
て

・宮
みや

城
ぎ

内陸地震のゆれの伝わり方（新
しん

庄
じょう

市，岩
いわ

泉
いずみ

町，いわき市の記録の比較：下)
いわき市における初期微動継続時間はおよそどれくらいだっただろうか。

図5

地震計のしくみ

図4

地震で地面がゆれても，おもりとペ
ンは地面といっしょには動かないの
で，ゆれを記録することができる。

●地震の規模
地震の規模は地震のエネルギーの大きさのことであり，

マグニチュード★4（記号：Ｍ）で表される。マグニチュード
の値

あたい

が大きいほど，地震のエネルギーが大きくなるので，
大きなゆれが伝わる範

は ん

囲
い

が広くなる。

★4 マグニチュードは，値が１大きい
と，エネルギーは約30倍，値が２大
きいと1000倍になる。マグニチュー
ド６の地震は，マグニチュード５の地
震の約30回分のエネルギーをいちど
に放出する。

学びをいかして考えよう

過去の新聞やニュースで地震の記事をさがし，教科書で
学んだ用語がどのように使われているかを調べよう。

活用活用活用

マグニチュードの異なる
２つの地震における震度の分布

図6

過去の主な地震 地震のM

関東地震（1923年） M7.9

東南海地震（1944年） M7.9

南海地震（1946年） M8.0

兵庫県南部地震（1995年） M7.3

岩手・宮城内陸地震（2008年） M7.2

東北地方太平洋沖地震
（2011年） M8.4

熊本地震（2016年） M7.3

北
ほっ

海
かい

道
どう

胆
い

振
ぶり

東部地震（2018年） M6.7

過去の主な地震の
マグニチュード ［気象庁］

表1

関東地震
1923年9月1日
マグニチュード7.9

震央
5

5

0

0

0

0

6

1〜2

1〜2

1〜2
3〜4

3〜4

震央

※このときの震度5,6は
強弱に分かれていなかった。

伊
い

豆
ず

大
おお

島
しま

近海地震
1978年1月14日
マグニチュード7.0

第
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章
動
き
続
け
る
大
地

単
元

4

支柱
ばね

おもり

ペン

回転ドラム
（記録紙）

地面の動き
　地震が起こると，震源でＰ波とＳ波が同時に発生する。
Ｐ波の方がＳ波よりも速く伝わるため，震源からの距

き ょ

離
り

が
大きいほどＰ波とＳ波の到

と う

着
ちゃく

時刻の差が大きくなるため，
初期微動継続時間は長くなる。この初期微動継続時間と
震源からの距離の関係は，どの地震でも同じようになる。

震度5
震度6

震度０
震度１〜２
震度3〜4

214ページの　　 課題に対して自分の考えをまとめよう。
（使用するキーワード →地震，波，震央，マグニチュード）

例文は →p.224へ

課題に対する結論を表現しよう

ノートに書いてほかの人と比べよう
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巻末資料

　日本には，地層の観察ができる場所が多くあります。
中でも，岩石や地層からその周辺の大地のなり立ち
などがよくわかる場所を，ジオパークといい，保全，
教育，観光を通じて地域の経済発展を目指しています。
　2020年4月現在，日本では43の「日本ジオパー
ク」が認定されており，そのうちの9つが「ユネスコ世
界ジオパーク」としても認定されています。ジオパーク
へ出かけると，私たちの住む大地のなり立ちなどをく
わしく知ることができるでしょう。

ジオパークへ行こう！

阿蘇山（阿蘇ジオパーク）

旭
あさひ

滝
だき

（伊豆半島ジオパーク）龍
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石
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鳥
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取
とり

砂丘（山陰海岸ジオパーク） 5

32

4
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ち
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ぶ
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壁
へき

（隠岐ジオパーク）1
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5

262 下右6

タノールに火がつくおそれがあるため。 2 知・技  42.5℃　
3 知・技 沸

ふっ

点
てん

4 知・技  78℃　 5 知・技  エ
8 〈 p.129〜131〉1 思・判・表  たまった液の中に入ら

ないようにする。 2 知・技  エ　 3 知・技  蒸留（分留も可）
4 知・技  沸点のちがい

9 〈 p.87〉1 知・技 ア：空気調節ねじ，イ：ガス調節
ねじ 2 思・判・表 ア，イの2つのねじが閉まっていることを
確
かく

認
にん

する。　 3 知・技 イ　 4 知・技 イ　 5 知・技  ア

確かめと応用　活用編
1 1 ブドウ糖，(理由)果糖よりも溶

よう

解
かい

度
ど

が小さいから。
2 アカシアには果糖が多くふくまれ，レンゲにはブドウ糖が多
くふくまれている。 3 ブドウ糖の溶解度は，温度を上げると
大きくなるので，ハチミツの入った容器を湯であたためると，
結
けっ

晶
しょう

化していない状態にもどすことができる。
2 1 水にとけない粒

りゅう

子
し

，ろ紙のすき間，水にとける粒子
の順番で大きい。 2 ア：B，イ：A，ウ：A，エ：B
3 ショ糖，デンプン

3 1 気体　 2 ロウソクの上の容器の表面に水
すい

滴
てき

ができ
る。これは，ロウソクが燃えたときにできたものが容器で冷
やされたものであるため，ロウソクが燃えると水（水蒸気）が
できるといえる。 3 図4：水素，図5：二酸化炭素，図6：
二酸化炭素，図7：酸素

確かめと応用
1 〈 p.148〜151〉1 知・技 入射角：c 反射角：b

2 思・判・表  下図

3 思・判・表 鏡にうつるろうそくは，鏡の面に対して垂線を引
いた距

きょ

離
り

と同じだけ，奥にあるように見える。
2 〈 p.152〜155〉1 思・判・表  下図　

2 知・技  ③　 3 知・技 　ケ 
3 〈 p.156〜161〉1 知・技  実像　

2 知・技  大きくなる。　 3 知・技  B　
4 知・技  イ　 5 知・技  D　 6 知・技  虚

きょ

像
ぞう

 
4 〈 p.164，165，168〉1 知・技  イ　 2 知・技  イ　

3 知・技  ウ　 4 知・技  250 Hz 

目

a
b c

d鏡の面

うつって見える
見かけ上の
ろうそく

ろうそく

目

A

Aʼ

確かめと応用
1 〈 p.14〜18〉1 知・技 セイヨウタンポポ：イ

ドクダミ：ア 2 知・技 イ　 3 知・技  ウ
2 〈 p.32〜35〉1 思・判・表  目的：オ　結果：ア

2 知・技  A：がく B：花弁　C：おしべ　D：柱
ちゅう

頭
とう

E：子
し

房
ぼう

F：胚
はい

珠
しゅ

G：めしべ　H：やく
3 知・技 a：E b：F 4 知・技 ア：胚珠　イ：種子　
5 知・技 裸

ら

子
し

植
しょく

物
ぶ つ

3 〈 p.37〉1 知・技 ア：主根　イ：側根　ウ：ひげ根　
2 知・技  1枚　 3 知・技 ア：図2　イ：図3

4 〈 p.42，43〉1 知・技  A：単子　B：双
そう

子
し

2 思・判・表 胚珠が子房の中にあるか，むき出しになってい
るか。　 3 知・技 ア：コケ イ：シダ ウ：胞

ほう

子
し

5 〈 p.48〜57〉1 思・判・表 a：ア b：エ c：イ
2 知・技  ウ 3 知・技  エ　 4 知・技  B，C
5 知・技 a：カ b，c：ア，オ　d：エ　 6 知・技 外

がい

とう膜
まく

確かめと応用　活用編
1 1 イ　 2 えら，うろこ，ひれ

3 陸上に卵をうむため，乾
かん

燥
そう

から卵を守ることができる。
2 1 イチゴの実をそのまま置いておき，発芽の変化が見

られるようになったら，断面を観察する。
2 ア：裸子植物　イ：子房もしくは果実　 3 エ　
4 カッターナイフ，カミソリの刃，ピンセット 5 ウ

3 1 節
せっ

足
そく

動
どう

物
ぶつ

か，それ以外か。
2 イ　 3 昆

こん

虫
ちゅう

類
るい

4 ウ　 5 鳥類　
6 背骨があるか。

確かめと応用
1 〈 p.78，80〉1 知・技  金属はAとBで，アルミニウム

はA 2 知・技  金属光
こう

沢
たく

3 知・技  非金属
2 〈 p.82，83〉1 知・技  2.7 g/cm3 2 知・技  A

3 知・技  BとD
3 〈 p.90，91〉1 思・判・表  A：デンプン，B：白砂糖，

C：食塩　 2 思・判・表  集気びんの内側がくもる。
3 知・技  有機物

4 〈 p.97〜99〉1 知・技  気体A：図3，気体B：図2，
気体C：図1　 2 知・技 操作②：図3，操作③：図3，操作
④：図2
3 知・技  操作①：二酸化炭素，操作②：酸素，操作③：水素，
操作④：アンモニア
4 思・判・表 二酸化炭素を，目で見て集めることができる。
また，ほかの気体が混ざりにくい。

5 〈 p.107，109〉1 思・判・表  砂糖　
2 知・技  20％　 3 知・技  250 g

6 〈 p.113，114〉1 思・判・表  ある物質を100 gの
水にとかして飽

ほう

和
わ

水
すい

溶
よう

液
えき

にしたときのとけた物質の質量。
2 知・技  塩化ナトリウム　 3 知・技  56 g
4 思・判・表 ろ過をする。

7 〈 p.126〜128〉1 思・判・表 炎
ほのお

で直接熱すると，エ

知・技 …自然事象についての知識や観察・実験の技能を問
う問題

思・判・表 …科学的な思考力・判断力・表現力を問う問題

確かめと応用の解答

単元1 いろいろな生物とその共通点

単元2 身のまわりの物質

単元3 身のまわりの現象

〈 p.000〉：マークに示してあるページにもどって，
学習した内容を確認しよう。
（記述式の解答は解答例）

マークの説明
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タノールに火がつくおそれがあるため。 2 知・技  42.5℃　
3 知・技 沸

ふっ

点
てん

4 知・技  78℃　 5 知・技  エ
8 〈 p.129～131〉1 思・判・表  たまった液の中に入ら
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9 〈 p.87〉1 知・技 ア：空気調節ねじ，イ：ガス調節
ねじ 2 思・判・表 ア，イの2つのねじが閉まっていることを
確
かく

認
にん

する。　 3 知・技 イ　 4 知・技 イ　 5 知・技  ア

確かめと応用　活用編
1 1ブドウ糖，(理由)果糖よりも溶

よう

解
かい

度
ど

が小さいから。
2アカシアには果糖が多くふくまれ，レンゲにはブドウ糖が多
くふくまれている。 3ブドウ糖の溶解度は，温度を上げると
大きくなるので，ハチミツの入った容器を湯であたためると，
結
けっ

晶
しょう

化していない状態にもどすことができる。
2 1水にとけない粒

りゅう

子
し

，ろ紙のすき間，水にとける粒子
の順番で大きい。 2ア：B，イ：A，ウ：A，エ：B
3ショ糖，デンプン

3 1 気体　 2ロウソクの上の容器の表面に水
すい

滴
てき

ができ
る。これは，ロウソクが燃えたときにできたものが容器で冷
やされたものであるため，ロウソクが燃えると水（水蒸気）が
できるといえる。 3図4：水素，図5：二酸化炭素，図6：
二酸化炭素，図7：酸素

確かめと応用
1 〈 p.148～151〉1 知・技 入射角：c 反射角：b

2 思・判・表  下図
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いた距

きょ

離
り

と同じだけ，奥にあるように見える。
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3 〈 p.156～161〉1 知・技  実像　

2 知・技  大きくなる。　 3 知・技  B　
4 知・技  イ　 5 知・技  D　 6 知・技  虚

きょ

像
ぞう

 
4 〈 p.164，165，168〉1 知・技  イ　 2 知・技  イ　
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目
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b c

d鏡の面

うつって見える
見かけ上の
ろうそく

ろうそく

目

A
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確かめと応用
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2 〈 p.32～35〉1 思・判・表  目的：オ　結果：ア

2 知・技  A：がく B：花弁　C：おしべ　D：柱
ちゅう

頭
とう

E：子
し

房
ぼう

F：胚
はい

珠
しゅ
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3 知・技 a：E b：F 4 知・技 ア：胚珠　イ：種子　
5 知・技 裸

ら

子
し

植
しょく

物
ぶつ

3 〈 p.37〉1 知・技 ア：主根　イ：側根　ウ：ひげ根　
2 知・技  1枚　 3 知・技 ア：図2　イ：図3

4 〈 p.42，43〉1 知・技  A：単子　B：双
そう

子
し

2 思・判・表 胚珠が子房の中にあるか，むき出しになってい
るか。　 3 知・技 ア：コケ イ：シダ ウ：胞

ほう

子
し

5 〈 p.48～57〉1 思・判・表 a：ア b：エ c：イ
2 知・技  ウ 3 知・技  エ　 4 知・技  B，C
5 知・技 a：カ b，c：ア，オ　d：エ　 6 知・技 外

がい

とう膜
まく

確かめと応用　活用編
1 1イ　 2えら，うろこ，ひれ

3陸上に卵をうむため，乾
かん

燥
そう

から卵を守ることができる。
2 1イチゴの実をそのまま置いておき，発芽の変化が見

られるようになったら，断面を観察する。
2ア：裸子植物　イ：子房もしくは果実　 3エ　
4カッターナイフ，カミソリの刃，ピンセット 5ウ

3 1節
せっ

足
そく

動
どう

物
ぶつ

か，それ以外か。
2イ　 3昆

こん

虫
ちゅう

類
るい

4ウ　 5鳥類　
6背骨があるか。

確かめと応用
1 〈 p.78，80〉1 知・技  金属はAとBで，アルミニウム

はA 2 知・技  金属光
こう

沢
たく

3 知・技  非金属
2 〈 p.82，83〉1 知・技  2.7 g/cm3 2 知・技  A

3 知・技  BとD
3 〈 p.90，91〉1 思・判・表  A：デンプン，B：白砂糖，

C：食塩　 2 思・判・表  集気びんの内側がくもる。
3 知・技  有機物

4 〈 p.97～99〉1 知・技  気体A：図3，気体B：図2，
気体C：図1 2 知・技 操作②：図3，操作③：図3，操作
④：図2
3 知・技  操作①：二酸化炭素，操作②：酸素，操作③：水素，
操作④：アンモニア
4 思・判・表 二酸化炭素を，目で見て集めることができる。
また，ほかの気体が混ざりにくい。

5 〈 p.107，109〉1 思・判・表  砂糖　
2 知・技  20％　 3 知・技  250 g

6 〈 p.113，114〉1 思・判・表  ある物質を100 gの
水にとかして飽

ほう

和
わ

水
すい

溶
よう

液
えき

にしたときのとけた物質の質量。
2 知・技  塩化ナトリウム　 3 知・技  56 g
4 思・判・表 ろ過をする。

7 〈 p.126～128〉1 思・判・表 炎
ほのお

で直接熱すると，エ

知・技 …自然事象についての知識や観察・実験の技能を問
う問題

思・判・表 …科学的な思考力・判断力・表現力を問う問題

確かめと応用の解答

単元1 いろいろな生物とその共通点

単元2 身のまわりの物質

単元3 身のまわりの現象
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学習した内容を確認しよう。
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